
佐 倉 市 工 事 成 績 評 定 要 領 

 
制定 平成 ８ 年 ６ 月 １ 日 
改正 平成 ９ 年 ７ 月 １ 日 
改正 平成１４年 ９ 月 １ 日 
改正 平成１５年 ７ 月 １ 日 
改正 平成１７年 ４ 月 １ 日 
改正 平成３０年 ４ 月 １ 日 
改正 令和 ３年 ５ 月 ７ 日 
 

 

佐倉市工事検査要綱第１１条第１項の規定に基づく成績評定要領を次のとおり定める。  

 

（目的） 

第１条  この要領は、市の所掌する請負工事の厳正かつ的確な成績評定の実施を図り、もって工

事に関する技術水準の向上に資するとともに、受注者の指導育成を図ることを目的とする。 

 

（評定の対象） 

第２条 評定は、契約金額（変更後は総変更金額とする。）が、佐倉市工事検査要綱第２条に掲げ

る金額以上の建設工事請負契約書により契約する工事とする。ただし、建設工事に係る製造の

請負及び、建設工事の委託については評定しないものとする。 

   

（評定者） 

第３条 成績評定を行う者（以下「評定者」という。）は、次の各号に定める職員とする。 

 （１）履行の監督過程においては、当該契約にかかる総括監督員及び主任監督員とする。 

 （２）給付の完了確認時においては、当該契約にかかる検査を実施する検査員とする。 

 

（評定方法） 

第４条  評定は、契約ごとに独立して行うものとする。 

 （１）工事成績の評定は、工事成績評定表（別記様式第１号）により行うものとする。 

 （２）評定は、別紙－１～別紙－６の「工事成績採点の考査項目別運用表」により考査するものと

する。なお、評定にあたっては別紙－７「記入方法及び留意事項」、別紙－８「施工プロセスの

チェックリスト」を考慮するものとする。 

 （３）工事における「創意工夫」、「社会性等」に関し、受注者は当該工事における実施状況を提出

できるものとし、提出があった場合はこれも考慮するものとする。 

（４）契約金額が５００万円未満の工事における工事成績の評定は「工事成績採点の考査項目の

考査項目別運用表」の「評価対象項目」を省略して行うものとする。 



 

（工事成績評定表） 

第５条 工事成績評定表（別記様式第１号）は、所属において所要事項を記載し、検査執行依頼

書とともに検査担当課長に提出するものとする。 

 

（評定時点） 

第６条  評定時点は、監督員にあっては工事の完成の時点とし、検査員にあっては出来形検査、

部分使用検査及び完成検査を実施した時点とする。ただし、部分使用検査については、佐倉市

工事検査要綱第１１条第１項の規定による。 

２  検査員の行った評定は検査担当課長が認定するものとする。 

 

（考査項目の採点方法） 

第７条  考査項目の加減点は主任監督員、総括監督員、検査員各人が記入するものとする。 

 （１）出来形検査があった場合①主任監督員＊0.4+②総括監督員*0.2+③検査員（出来形）*0.2+

④検査員（完成）*0.2＝評定点合計とする。 

 （２）出来形検査がなかった場合①主任監督員＊0.4+②総括監督員*0.2+④検査員（完成）*0.4

＝評定点合計とする。 

 （３）出来形検査が２回以上あった場合の考査項目の加減点は出来形検査を合わせた平均点を

記入する。 

（４）部分使用検査で評定を行った場合は、完成の際に完成検査時の評定と金額により加重平均

を行い記入する。 

（５）評定者の行う評定点は小数点第１位までとし、評定点合計は小数点第１位を切捨てして整数

とする。 

 （６）項目９「法令遵守等」は総括監督員が記入する。 

 （７）所見は必ず記入する。 

 （８）手直しを指示した場合は、手直し前の状態で評価し、手直し後の再評価はしないものとする。 

 

（評定点合計による判定） 

第８条 成績の判定は、第７条 考査項目の採点方法により算出された工事成績評定点を評定点

の標準値により判定するものとする。 

 

（成績評定結果の請負者への通知） 

第９条  工事成績評定の結果については検査結果通知書の備考欄に評定点を記し、受注者に通

知するものとする。 

  

（成績評定点の修正） 

第１０条 引き渡し後、瑕疵担保期間中に関係法令違反・事故等により瑕疵が判明したときは、再

度工事成績評定を見直し受注者に文章で通知するとともに、成績評定結果を修正するものとす



る。 

 

（その他必要な事項） 

第１１条 この要領に定めのない事項は、別に定めるものとする。 

 

附則 

（施行期日） 

１  この要領は、平成８年６月１日から施行する。 

 

（適用区分等） 

２  この要領は、平成８年６月１日から適用し、平成８年５月３１日までの評定については、旧要領に

よる。 

 

附則 

（施行期日） 

１  この要領は、平成９年７月１日から施行する。 

 

附則 

（施行期日） 

１  この要領は、平成１４年９月１日から施行する。 

（経過措置） 

２  この要領による改正後の佐倉市工事成績評定要領は、この要領の施行の日以後に契約を締

結する工事について適用し、施行の日前に契約を締結した工事の取扱いについては、なお従

前の例による。 

３ 第９条の規定にかかわらず、工事成績評定通知要領及び工事成績評定委員会等の制定がさ

れるまでは通知しないものとする。 

 

附則 

（施行期日） 

１  この要領は、平成１５年７月１日から施行する。 

 

附則 

（施行期日） 

１  この要領は、平成１７年４月１日から施行する。 

 

附則（平成３０年３月２７日決裁 ２９佐契第１１２７号） 

１  この要領は、平成３０年４月１日から施行する。 

（経過措置） 



２  この要領による改正後の佐倉市工事成績評定要領は、この要領の施行の日以後に完成検査

を行う工事について適用するが、施行の日前に出来形検査等で評定表を作成した工事の取扱

いについては、なお従前の例による。 

 

附則（令和３年５月７日決裁 佐契第１０３号） 

（施行期日） 

１  この要領は、令和３年５月７日から施行する。 

 

  



  工 事 成 績 評 定 を す る 上 で 評 定 点 の 標 準 に つ い て は 下 記 に よ る 。  
 

評 定 点 の 標 準  
 
 ランク 評定点の標準値 評定点合計による判定 

Ａ ８０点以上 ・他の模範となる優秀な工事 

Ｂ ７５～８０点未満 
標

準

的

工

事 

・Ａランクではないが、標準的工事の

なかで優秀なもの 

Ｃ ６５～７５点未満 ・標準的な工事 

Ｄ ６０～６５点未満 
・Ｅランクではないが、今後改善すべ

き事項がある工事 

Ｅ ６０点未満 
・今後指名等に影響を及ぼすおそれのある

工事 

Ｆ         

 
 

 


